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奄美群島日本復帰 70 周年記念のつどい in 徳之島町

11
月
５
日
、
徳
之
島
町
で
の
奄
美

群
島
日
本
復
帰
70
周
年
記
念
行
事
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

同
日
午
前
は
亀
津
高
千
穂
神
社
参

拝
パ
レ
ー
ド
が
あ
り
、
地
域
住
民
な

ど
約
２
０
０
人
が
、
日
の
丸
の
小
旗

を
手
に
役
場
か
ら
神
社
ま
で
行
進
。

境
内
で
の
お
祓
い
や
、
幸
野
副
町
長

に
よ
る
日
本
復
帰
に
尽
力
し
た
徳
之

島
の
先
人
紹
介
の
後
、
全
員
で
日
本

復
帰
の
歌
を
合
唱
し
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
町
文
化
会
館
で
式
典

と
講
演
会
、
公
演
「
邦
楽
と
相
撲
」

が
あ
り
ま
し
た
。
県
指
定
無
形
民
俗

文
化
財「
井
之
川
夏
目
踊
り
」の
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
に
続
き
、
朗
読
サ
ー
ク
ル

「
い
き
ゅ
ん 

Ｄ
ｏ
」
に
よ
る
復
帰
当

時
の
論
文
朗
読
、
大
島
紬
を
着
た
町

役
場
女
性
職
員
が
日
本
復
帰
の
歌
を

合
唱
。
小
中
学
生
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

表
彰
・
発
表
、
本
町
へ
の
寄
附
者
へ

感
謝
状
の
贈
呈
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
元
南
海
日
日
新
聞
社
編

集
局
長
の
久
岡
学
氏
が
「
復
帰
70
年

～
朝
潮
と
、
そ
の
時
代
に
学
ぶ
～
」

と
題
し
基
調
講
演
。
来
場
さ
れ
て
い

た
第
46
代
横
綱
朝
潮
太
郎
の
親
族
の

皆
さ
ん
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

「
邦
楽
と
相
撲
」
公
演
で
は
、
本

町
出
身
の
元
力
士
（
一
ノ
矢
）
で
、

相
撲
探
究
家
の
松
田
哲
博
さ
ん
の

「
相
撲
甚
句
」
や
、
高
砂
部
屋
の
呼

出
し
邦
夫
さ
ん
に
よ
る
実
演
、
竹
澤

悦
子
さ
ん
、
神
田
佳
子
さ
ん
に
よ
る

初
代
高
砂
浦
五
郎
を
歌
っ
た
浪
曲
演

奏
が
あ
り
、最
後
は
「
徳
之
島
小
唄
」

も
披
露
さ
れ
、
会
場
か
ら
は
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

奄
美
群
島
日
本
復
帰
70
周
年
記
念

　
　

   

小
中
学
生
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

　
【
町
長
賞
】

　
　

町
田
結
彩
（
亀
津
小
６
年
）

　
【
教
育
長
賞
】

　
　

尚
正
宗
（
母
間
小
６
年
）

　
【
議
会
議
長
賞
】

　
　

下
窪
友
彩
（
亀
津
小
６
年
）

　
【
副
町
長
賞
】

　
　

池
畑
海
莉
（
母
間
小
４
年
）

　
【
学
校
賞
】

　
　

亀
津
小
学
校
・
母
間
小
学
校

ご
寄
附 
感
謝
状
贈
呈

　

・
里
秀
明 
様

　
　
（
亀
徳
小
・
亀
津
中
卒
業
生
）

　

・
城
山
観
光
株
式
会
社 

様
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10
月
12
日
か
ら
14
日
に
か
け
て
花

徳
浜
で
開
催
さ
れ
た
Ｗ
Ｓ
Ｌ
（
ワ
ー

ル
ド
サ
ー
フ
リ
ー
グ
）「
２
０
２
３

T
O

K
U

N
O

SH
IM

A
 T

O
W

N
 P

R
O

 
JU

N
IO

R

」。
世
界
大
会
出
場
を
か
け

て
ア
ジ
ア
代
表
選
手
候
補
が
戦
う
、

ツ
ア
ー
最
終
戦
に
相
応
し
い
素
晴
ら

し
い
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。

女
子
優
勝
は
ア
ジ
ア
ラ
ン
キ
ン
グ

７
位
の
池
田
未
来
選
手
。
今
回
が
自

身
に
と
っ
て
Ｗ
Ｓ
Ｌ
プ
ロ
ジ
ュ
ニ
ア

大
会
初
優
勝
の
記
念
す
べ
き
大
会
と

な
り
ま
し
た
。
男
子
優
勝
は
ア
ジ
ア

ラ
ン
キ
ン
グ
５
位
の
長
澤
侑
磨
選
手
。

長
澤
選
手
は
今
回
の
優
勝
で
ワ
ー
ル

ド
ジ
ュ
ニ
ア
出
場
権
を
初
獲
得
。
当

日
は
長
澤
選
手
の
お
母
さ
ん
の
誕
生

日
と
重
な
り
、
最
高
の
バ
ー
ス
デ
ー

プ
レ
ゼ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

13
日
に
行
わ
れ
た
16
歳
以
下

の
「TO

KU
N

O
SH

IM
A TO

W
N

 KID
S 

CH
ALLEN

GE

」
で
は
、
男
子
は
岡

野
漣
選
手
、
女
子
は
プ
ロ
ジ
ュ
ニ
ア

で
も
優
勝
し
た
池
田
美
来
選
手
が
見

事
１
位
に
輝
き
ま
し
た
。

WSL 2023 TOKUNOSHIMA TOWN PRO JUNIOR奄美群島日本復帰 70 周年記念

渕上グループ様よりご寄附を頂
きました。大会への温かいご支
援、誠にありがとうございます。

本大会は令和５年度地域振興推進事業・ふるさと思いやり基金活用事業を活用しています。
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第 64 回町民体育祭

「
第
64
回
町
民
体
育
祭
」
が
10
月

15
日
、
町
健
康
の
森
総
合
運
動
公
園

陸
上
競
技
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

４
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
町
民
体
育

祭
。
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝
は
前
回
実
施

大
会
に
続
き
亀
徳
チ
ー
ム
。
何
と
６

連
覇
の
快
挙
達
成
と
な
り
ま
し
た
。

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝
は
中
区
チ
ー
ム
。

次
回
大
会
は
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
で
の
参
加

と
な
り
ま
す
。
ま
た
開
会
式
で
は
、

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
や
優
秀
ス
ポ
ー
ツ

団
体
・
個
人
等
で
表
彰
が
あ
り
ま
し

た
。
大
会
結
果
と
表
彰
者
は
次
の
と

お
り
で
す
。

《
大
会
結
果
》

　

Ａ
ブ
ロ
ッ
ク

【
１
位
】
亀
徳　
【
２
位
】
北
区

【
３
位
】
母
間　
【
４
位
】
南
区

【
５
位
】
山

　

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク

【
１
位
】
中
区　
【
２
位
】
花
徳

【
３
位
】
神
嶺　
【
４
位
】
東
区

【
５
位
】
尾
母　
【
６
位
】
手
々

《
表
彰
》

【
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
表
彰
】

　

尚 

正
宗
（
母
間
小
学
校
６
年
）

「
日
本
復
帰
七
十
周
年　

  

先
祖
の
ほ
こ
り
受
け
つ
ぎ
て

  

今
こ
そ
ひ
と
つ
に  

町
民
体
育
祭
」

【
社
会
体
育
優
良
団
体
】

　

亀
徳
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
支
部

【
優
秀
ス
ポ
ー
ツ
選
手
】

元
瑠
杏
、
秋
津
真
央
、
中
江
美
姫
、

島
田
優
、
豊
晴
景
、
福
島
媛
香
、

福
島
理
志
（
※
い
ず
れ
も
敬
空
館

亀
津
）、
金
城
希
（
安
住
寺
空
手
）

【
優
秀
ス
ポ
ー
ツ
団
体
】

　

徳
之
島
高
等
学
校
空
手
道
部

奄美群島日本復帰 70 周年記念
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第 40 回徳之島町どんどん祭奄美群島日本復帰 70 周年記念

10
月
29
日
、「
第
40
回
徳
之
島
町

ど
ん
ど
ん
祭
」
が
亀
津
新
漁
港
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
23
団
体
、
約

９
０
０
人
が
参
加
し
４
年
ぶ
り
に
復

活
し
た
パ
レ
ー
ド
を
は
じ
め
、
九
州

を
中
心
に
活
躍
す
る
ヒ
ー
ロ
ー
「
ド

ゲ
ン
ジ
ャ
ー
ズ
」
シ
ョ
ー
、
沖
縄
県

出
身
の
ポ
ッ
プ
ス
・
デ
ュ
オ
「
い
ー

ど
ぅ
し
」
の
奏
絵
さ
ん
の
ス
テ
ー
ジ

イ
ベ
ン
ト
や
花
火
な
ど
で
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
パ
レ
ー
ド
は
息

の
合
っ
た
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
素
晴
ら

し
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し
た

「
南
西
糖
業
㈱
徳
和
瀬
工
場
」
チ
ー

ム
が
見
事
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

に
。
ま
た
、
闘
牛
パ
レ
ー
ド
に
参
加

い
た
だ
い
た
基
さ
ん
、
直
さ
ん
へ
、

高
岡
町
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
は

地
元
出
演
団
体
も
大
活
躍
。
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
の
「
内
琉
球
舞
踊
教
室
」
に

続
き
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
「
ダ
・
チ
ャ
ー

ム
」、パ
レ
ー
ド
に
も
参
加
し
た
「
徳

之
島
闘
牛
太
鼓
」、
ダ
ン
ス
と
歌
の

「
徳
之
島
ダ
ン
ス
ィ
ン
グ
」、
三
味
線

＆
島
唄
「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ワ
イ
ド
」

の
５
団
体
が
会
場
を
大
い
に
盛
り
上

げ
ま
し
た
。

《
パ
レ
ー
ド
結
果
》

【
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
】

　

南
西
糖
業
㈱
徳
和
瀬
工
場

【
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
賞
】

　

ひ
ま
わ
り
の
風
の
手
舞

【
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
賞
】

　

花
徳
校
区

【
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
賞
】

　

亀
津
保
育
園

【
ア
イ
デ
ア
賞
】

　

徳
之
島
闘
牛
太
鼓
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〈
舞
台
発
表
の
部
〉

・
夕
凪
会

・
朗
読
サ
ー
ク
ル
い
き
ゅ
んD

o

・ LATIN
 GRO

O
VE

・
社
交
ダ
ン
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

サ
ー
ク
ル
徳
之
島
支
部

・
日
本
舞
踊
仙
田
流
光
駒
教
室

・
ゆ
う
な
ヨ
サ
コ
イ

・
玉
城
流
琉
扇
会

・ M
usic H

ouse N
aito

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
シ
ガ
ニ
ス
徳
之
島

・
徳
之
島
混
声
合
唱
団

・
徳
之
島
エ
レ
キ
琴
ク
ラ
ブ

・
ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
野
崎

・
藤
間
流
む
ら
さ
き
会
池
山
教
室

・
南
区
三
味
線

・
嶺
勝
己
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ

・
藤
間
流
長
野
教
室

・
徳
之
島
三
線
愛
好
会 

結

・
山
民
謡
保
存
会

・
藤
間
流
む
ら
さ
き
会
溝
口
教
室

・M
ALAM

A H
U

LA STU
D

IO

・
亀
津
浜
お
ど
り
保
存
会

・
ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ルCO

RE

・
ひ
ま
わ
り
の
風
の
手
舞

・
徳
之
島
闘
牛
太
鼓

〈
展
示
の
部
〉

・
徳
之
島
盆
栽
愛
好
会

・
絵
画
教
室

・
波
涛
短
歌
会

・
浜
木
綿
短
歌
会

・
亀
津
方
言
語
源
研
究
会

・
中
島
書
道
教
室

・
て
づ
く
り
あ
み
ん
手
芸
愛
好
会

・
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
・
キ
ル
ト
美
夢

・
徳
之
島
子
ど
も
劇
場

・
糸
岡
い
け
花
教
室

・
い
け
ば
な
池
坊
中
川
教
室

・
徳
之
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

第 44 回徳之島町文化祭奄美群島日本復帰 70 周年記念

「
第
44
回
徳
之
島
町
文
化
祭
」

が
11
月
３
日
、
町
文
化
会
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
舞
台
発
表

の
部
で
25
組
、
展
示
の
部
で
12

団
体
が
参
加
。
舞
台
発
表
で
は
、

三
味
線
や
琉
球
舞
踊
、
日
本
舞

踊
、ダ
ン
ス
、琴
、ピ
ア
ノ
演
奏
、

合
唱
な
ど
、
多
彩
な
ス
テ
ー
ジ

が
披
露
さ
れ
、
展
示
の
部
で
も
、

美
し
い
生
け
花
や
絵
画
、
力
強

い
書
道
作
品
な
ど
、
様
々
な
分

野
の
文
化
に
触
れ
ら
れ
る
機
会

に
。
来
場
者
は
４
年
ぶ
り
の
文

化
の
祭
典
を
楽
し
み
ま
し
た
。
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揮毫式に出席した関係者の皆さん

徳
之
島
出
身
の
柔
道
家
「
徳
三
寶
」

が
、
稽
古
で
使
っ
た
「
力
石
」
へ
の

揮き
ご
う
し
き

毫
式
が
10
月
24
日
、
役
場
敷
地
内
で

あ
り
ま
し
た
。
柔
道
の
総
本
山
「
講
道

館
」
で
全
国
に
そ
の
名
を
轟
か
せ
た
徳

三
寶
氏
。
力
石
は
、
徳
三
寶
の
頌し

ょ
う
と
く
ひ

徳
碑

が
昭
和
49
（
１
９
７
４
年
）
年
に
建
立

さ
れ
た
際
、
当
時
の
秋
武
町
長
に
よ
り

揮
毫
さ
れ
ま
し
た
が
、
時
が
経
つ
に
つ

れ
文
字
が
消
え
、
新
庁
舎
が
建
設
さ
れ

た
本
年
、
新
た
に
文
字
が
入
れ
ら
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
式
に
は
徳
三
寶

氏
の
親
族
や
力
石
寄
贈
の
関
係
者
、
町

関
係
者
が
出
席
。
高
岡
秀
規
町
長
が
力

強
い
筆
跡
で
筆
を
入
れ
ま
し
た
。

徳
之
島
出
身
の
柔
道
家
「
徳
三
寶
」
の
力
石
へ
揮
毫

町
立
東
天
城
中
学
校
の
新
築
工
事

安
全
祈
願
祭
が
10
月
23
日
、
同
中
学

校
で
あ
り
、
約
60
人
が
出
席
。
工
事

の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。
同
校
は

昭
和
23
年
（
１
９
４
８
年
）
に
東
天

城
村
立
第
１
中
学
校
と
し
て
創
立
。

昭
和
26
年
に
は
花
徳
中
学
校
と
母
間

中
学
校
に
分
離
し
ま
し
た
が
、
昭
和

33
年
の
町
村
統
合
で
東
天
城
村
と
亀

津
町
が
合
併
し
徳
之
島
町
と
な
っ
た

の
を
契
機
に
、
町
立
東
天
城
中
学
校

と
し
て
創
立
さ
れ
ま
し
た
。
新
校
舎

は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
地
上

２
階
建
て
。
工
期
は
令
和
６
年
の
11

月
下
旬
と
な
っ
て
い
ま
す
。

東
天
城
中
学
校
、
新
校
舎
建
築
工
事
の
安
全
祈
願

同中学校での安全祈願神事

徳
之
島
を
舞
台
に
し
た
地
方
創
生

短
編
映
画
「
ク
ジ
ラ
の
島
と
く
の
し

ま
」
の
特
別
上
映
が
10
月
21
日
、
徳

之
島
３
町
各
会
場
で
あ
り
ま
し
た
。

舞
台
挨
拶
で
は
、
主
演
の
藤
園
麗
さ

ん
、
大
橋
孝
史
監
督
、
重
田
光
康
さ

ん
（
徳
之
島
観
光
大
使
・
ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
新
撰
組
レ
ス
ト
ラ
ン
グ
ル
ー
プ

局
長
）、
町
長
が
登
壇
。
本
作
の
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
テ
ー
マ
を
手
が
け
る
シ
ン

ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
池
田
卓
さ
ん

（
沖
縄
県
西
表
島
）
に
よ
る
ミ
ニ
ラ
イ

ブ
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
当
日
は
文

化
会
館
会
場
限
定
で
、
同
映
画
に
も

出
演
し
た
本
町
諸
田
出
身
の
野
中
加

那
さ
ん
監
督
・
主
演
の
短
編
映
画
「
つ

む
ぎ
の
う
た
」
も
上
映
さ
れ
ま
し
た
。

池田卓さんによるミニライブ 舞台挨拶後、会場全員で記念撮影

地
方
創
生
短
編
映
画
「
ク
ジ
ラ
の
島
と
く
の
し
ま
」
上
映本町出身の野中加那さんも舞台挨拶

き 

ご
う
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「
第
46
代
横
綱 

朝
潮
太
郎
記
念
館
」

の
落
成
式
が
11
月
４
日
、
井
之
川
公
民

館
横
の
同
施
設
で
あ
り
ま
し
た
。
朝
潮

太
郎
記
念
館
は
２
０
２
１
年
に
運
用
が

開
始
さ
れ
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
落

成
式
が
延
期
と
な
り
、
今
回
２
年
越
し

の
式
典
実
施
と
な
り
ま
し
た
。
落
成
式

に
は
朝
潮
（
本
名
・
米
川
文
敏
）
の
妻

の
啓
子
さ
ん
や
実
弟
の
米
川
忠
夫
さ
ん

ら
親
族
を
は
じ
め
、
地
域
住
民
や
町
関

係
者
な
ど
約
80
人
が
参
加
。
神
事
の

後
、
関
係
者
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
、

県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の
「
井
之
川

夏
目
踊
り
」
奉
納
で
落
成
を
祝
っ
た
ほ

か
、
啓
子
さ
ん
か
ら
は
横
綱
の
髷ま

げ

等
が

寄
贈
さ
れ
、
高
岡
町
長
か
ら
夫
人
へ
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

地域住民参加で「井之川夏目踊り」を奉納 朝潮の親族など関係者によるテープカット

第
46
代
横
綱
朝
潮
太
郎
記
念
館
、
２
年
越
し
の
落
成
式

啓子夫人より朝潮の髷等寄贈

奄美海上保安部から感謝状を贈呈された三上さん

「
１
５
５
周
年
灯
台
記
念
日
」
の
表

彰
と
し
て
、
本
町
の
三
上
裕
一
郎
さ

ん
へ
奄
美
海
上
保
安
部
か
ら
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
、
11
月
６
日
、
町
役
場

で
伝
達
式
が
あ
り
ま
し
た
。
三
上
さ

ん
は
、
亀
徳
港
南
防
波
堤
灯
台
や
同

港
導
灯
の
灯
火
監
視
を
行
う
な
ど
、

航
路
標
識
の
管
理
に
積
極
的
に
協
力
。

多
年
に
わ
た
っ
て
海
上
交
通
の
安
全

確
保
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
、
奄
美

海
上
保
安
部
の
大
田
勝
郎
次
長
よ
り

感
謝
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
灯
台

記
念
日
は
、
日
本
初
の
灯
台
の
起
工

日
に
ち
な
み
、
毎
年
11
月
１
日
と
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

灯
台
記
念
日
表
彰
、
三
上
裕
一
郎
さ
ん
へ
感
謝
状

今
年
度
３
回
目
と
な
る
「
出
産
祝

金
贈
呈
式
」
が
10
月
25
日
、
役
場
１

階
多
目
的
室
で
あ
り
ま
し
た
。
今
回

は
申
請
の
あ
っ
た
新
生
児
20
名
に
祝

金
を
贈
呈
。
町
の
保
健
師
に
よ
る
講

話
の
後
、
高
岡
町
長
が
保
護
者
一
人

ひ
と
り
へ
祝
福
の
言
葉
を
贈
り
、
祝

金
を
手
渡
し
ま
し
た
。
出
産
祝
金
は

全
国
か
ら
の
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用

し
て
２
０
２
０
年
度
か
ら
毎
年
実
施
。

支
給
額
は
、
第
１
子
10
万
円
、
第
２

子
15
万
円
、
第
３
子
25
万
円
、
第
４

子
35
万
円
、
第
５
子
45
万
円
、
第
６

子
降
以
は
１
子
ご
と
に
50
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

出
産
祝
金
贈
呈
式
、
全
国
か
ら
の
ふ
る
さ
と
納
税
活
用

出産祝金を贈呈された皆さん
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町からのお知らせ

広報 徳之島 2023 年 12 月号

ごみの処理について事前に確認しましょう

粗大ごみ収集・クリーンセンターへのごみ搬入等について
住民生活課　☎ 0997-82-1114　徳之島愛ランドクリーンセンター　☎ 0997-81-7180問

左記の日程で粗大ごみの収集を行います。粗大ごみシール
を貼りお名前をご記入のうえ、指定された日に収集場所へ出
してください。粗大ごみシールは、12月1日より住民生活課・
花徳支所で販売しています。

12 月

13
日

（
水
）

井
之
川
・
旭
ヶ
丘
・
下
久
志
・

母
間
・
花
徳
・
轟
木
・
畦
・

山
・
金
見
・
手
々

15
日

（
金
）

亀
徳
・
徳
和
瀬
・
諸
田
・

神
之
嶺

16
日

（
土
）

東
区
・
白
井
・
大
原
・

尾
母
・
南
原

20
日

（
水
）

南
区
・
中
区
・
北
区

12 月
23
日
（
土
）
通
常
営
業

24
日
（
日
）
通
常
営
業

25
日
（
月
）
通
常
営
業

26
日
（
火
）
通
常
営
業

27
日
（
水
）
通
常
営
業

28
日
（
木
）
通
常
営
業

29
日
（
金
）
通
常
営
業

30
日
（
土
）
午
前
中

営

業

31
日
（
日
）
休
業
日

１月
1
日
（
月
）
休
業
日

２
日
（
火
）
休
業
日

３
日
（
水
）
休
業
日

４
日
（
木
）
通
常
営
業

５
日
（
金
）
通
常
営
業

○ごみの搬入には、一般廃棄物搬入許可書が必要です。事前に役場住民生活課・花徳支所又は徳
之島愛ランドクリーンセンターで申請してください。役場での申請は 12 月 28 日（木）までです。

○ごみは必ず分別して出してください。未分別のごみについては受入れません。
○ごみの分別方法は、各家庭に配布されている手引書又は徳之島愛ランド広域連合公

式ホームページ（右記 QR コード）内の「ごみの分け方・出し方」をご覧ください。

　　　　　　　　【12 月の粗大ごみ収集について】　　　　　　　

粗大ごみシール大（１人で持ち運びできない物）…500 円

粗大ごみシール小（１人で持ち運びできる物）…250 円

※テレビ・冷蔵庫・洗濯機・衣類乾燥機・エアコン・パソコ
ンはリサイクル品のため、ごみの収集は行いません。家電
取扱業者に委託する等、適切な処理をお願いします。

　　【愛ランドクリーンセンターの年末年始営業日について】　　

町内在住の満 75 歳以上の方を対象に、町内区間のバス運賃が
全額無料になる「敬老バス乗車受給資格証」の申請を受け付け
ています。助成を受けるには登録申請が必要です。顔写真（2.5
㎝× 2.5㎝）と印鑑をご持参の上、介護福祉課または花徳支所で
申請してください。

介護福祉課 　☎ 0997-82-1115

助成を受けるには登録申請が必要です

満 75 歳以上の方へ、町内区間のバス運賃全額助成のお知らせ
問
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町からのお知らせ

広報 徳之島 2023 年 12 月号

〇森林環境税とは
国内に住所を有する個人に対して課税される国税です。個人住民税の均等割と併せて 1 人年額

1,000 円が課税されます。

〇令和６年度以降の個人住民税均等割について
個人住民税の均等割は、東日本大震

災復興基本法に基づき平成 26 年度か

ら 10 年間、臨時的に 1 人年額 1,000

円を市町村が徴収していました。この

臨時措置が終了し、令和６年度からは

新たに森林環境税が導入されます。

令和６年度から開始されます

森林環境税（国税）の課税が始まります
税務課住民税係　☎ 0997-82-1117問

以下の日程で、年金相談所を開設します。相談は予約制です。相談を受けられる方は住民生活課
国民年金係までお申込みください。また、ご来場の際は、年金手帳やねんきん定期便、運転免許証、
マイナンバーカード等の本人確認書類をご持参ください。

●日時＝令和５年 12月６日（水）午後２時～午後５時、12月７日（木）午前 9時～午後３時

●場所＝役場 3階会議室

●相談内容＝ 10 年短縮による年金請求のこと。国民年金、厚生年金船員保険等の年金制度全般
	 	 　に関すること。

住民生活課 国民年金係　☎ 0997-82-1114

事前にご予約をお願いします

年金相談所の開設について
問

徳之島町の農家の皆さまへ

環境保全型農業推進事業での堆肥助成について
農林水産課 糖業係　☎ 0997-82-1150問

徳之島町の農家を対象とした堆肥助成を以下の内容で実施します。購入ご希望の方は農林水産課
または花徳支所へお申し込みください。申込受付期限は令和 6 年 2 月 29 日（木）までです。

●助成内容

　【バラ堆肥助成】１t / 9,000 円〈※散布込み〉⇒１ｔ /3,000 円（6,000 円の助成）

　【袋詰め堆肥助成】15㎏ /285 円 ⇒ 15㎏ /180 円（105 円の助成）

　【ペレット堆肥助成額】15㎏ /760 円 ⇒ 15㎏ /490 円（270 円の助成）

　※ペレット堆肥については、ご購入いただく準備が出来次第、防災無線でご案内します。詳細

　　は農林水産課へお問合せください。

●申込受付期限＝令和 6 年 2 月 29 日（木）

令和 5年度まで 令和 6年度以降

町民税均等割額 3,500 円 3,000 円

県民税均等割額 2,000 円 1,500 円

森林環境税（国税） なし 1,000 円

合　計 5,500 円 5,500 円
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町からのお知らせ

広報 徳之島 2023 年 12 月号

低所得世帯（住民税非課税世帯等）の方で受け取りがお済みでない方へ

電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援給付金について

徳之島町では、電力・ガス・食料品等の価格高騰による負担増を踏まえ、特に家計への影響が大
きい低所得世帯（住民税非課税世帯等）支援のため、１世帯につき３万円の給付金支給を実施して
います。

令和５年９月４日時点で、令和４年分の税申告が済んでいる対象者には確認書をお送りしていま

す。内容をご確認の上、ご返送ください。

令和５年９月４日以降に税申告を行っている場合は確認書送付の対象となっておりません。介護

福祉課での確認後、申請を行ってください。

確認書・申請書の提出期限は令和６年２月 29 日（木）です。期限内にご提出ください。（※締切

日を過ぎると書類不備等で保留中の書類及び申請書受付が無効となります。ご注意ください。）

●支給対象者（※令和５年６月１日現在で徳之島町に住所がある方）

　①令和５年度の税申告（令和４年分）で非課税世帯に該当する世帯

　②令和５年１月から令和５年 12月までの家計が急変し、同一の世帯に属する者全員が、令和
　　５年度分の市町村民税が非課税である世帯と同様の事情にあると認められる世帯

●支給額＝１世帯一律３万円

●確認書・申請書提出期限＝令和６年２月 29 日（木）

介護福祉課　価格高騰給付金係　☎ 0997-82-1115問

65 歳以上の高齢者の方を対象に、町内の
精肉店・鮮魚店で使用できる以下の内容の
商品券を、令和 5年 9月より配布していま
す。まだ商品券がご自宅に届いていない方
は、農林水産課までご連絡ください。

令和５年 12 月 31 日（日）の有効期限までにご利用ください

お肉・お魚消費喚起商品券事業について
農林水産課 　☎ 0997-82-1150問

対象者 住民基本台帳に登録のある 65 歳以上の高齢者（令和５年４月１日現在）

有効期限
令和５年９月１日（金）～令和５年 12 月 31 日（日）
※有効期限後はご利用いただけません。必ず期限内にご利用ください。

商品券
の種類

①精肉店にて使用可能な「お肉商品券」3,000 円／１セット
②鮮魚店にて使用可能な「お魚商品券」5,000 円／１セット
※精肉店・鮮魚店で使用する商品券が異なりますのでご注意ください。
※それぞれお一人様につき１セットずつ配布いたします。
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町からのお知らせ

広報 徳之島 2023 年 12 月号

○離島航空割引カードを使用される予定のある方は、カードの有効期限を必ずご確認ください。

飛行機や船に搭乗する際には、離島航空割引カードの提示が必要です。

○有効期限が切れている場合は通常料金となりますので、ご確認の上、写真（上半身、縦３cm、

横２．５cm）及び運転免許証やマイナンバーカード等の本人確認書類を持参いただき、更新・

再発行の手続きを行ってください。

○年末年始や土・日・祝日は、カードの更新・発行などはできません。

住民生活課 　☎ 0997-82-1114

使用する前に確認を

離島航空割引カードの有効期限について
問

要領をご確認のうえ申請してください

令和 6 年度建設工事入札参加資格審査申請書の受付について
建設課　☎ 0997-82-1155問

徳之島町が発注する建設工事、測量、建設コンサルタント業務、物品等の一般（指名）競争入札
に参加を希望される方は、以下の内容をご確認のうえ申請してください。
●受付期間＝令和 6 年１月４日～令和 6 年３月 29 日まで（土、日、祝祭日は除く）

　（※郵送による提出の場合は、令和 6 年３月 29 日当日の消印まで有効とします。）
　新規の申請については上記の受付期間によらず随時受付とします。

●受付場所・問合せ先＝〒 891-7192 鹿児島県大島郡徳之島町亀津 7203 番地 徳之島町役場建設課
●提出方法
　Ａ４ファイルに綴り、表紙及び背表紙に、島内業者の方は『令和６年度入札参加資格審査申請書』、
　島外業者の方は『令和６・７年度入札参加資格審査申請書』と商号名等を記入してください。
●提出書類
　（1）徳之島町の申請書様式にて提出 
　（2）入手方法は徳之島町公式ウェブサイトよりダウンロード（印刷）できます。
　　　「トップページ」→「しごと・産業」→「入札・契約」→「競争入札参加資格」
　（3）各必要書類の一覧はそれぞれの申請書様式の中の必要書類一覧表をご覧ください。

【留意事項】
　（1）登録・受付の確認について必要な場合は、返信用封筒（受付票同封）及びハガキ（切手貼付）　
　　　を同封して下さい。
　　※１ 同封の受付票の様式は任意の様式で構いません。
　　※２ 受付票の代わりに受付印用に申請書の写しを添付しても差し支えありません。
　（2）申請書及び添付書類等に不備があった場合は、入札参加資格申請書は受理されませんので、
　　提出の際は十分ご確認のうえ提出してください。
　（3）令和６年度内に建設業許可の期限が切れる場合は、速やかに新許可書を提出してください。
　（4）島外業者は２年毎、島内業者は毎年の更新となります。
　（5）証明を必要とするものの原本及び写しの別は、それぞれの記載要領を参照してください。
　（6）入札参加資格申請の記載事項に変更が生じた場合は、変更届けの提出が必要です。早めに提
　　出してください。
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（母間保育所） 富田 秀平
とみた しゅうへい介護福祉課

新規採用職員紹介
今 年 度 ４ 月・10 月 に
新たに採用された５名
の職員が勤務しており
ま す。 町 民 の 皆 さ ま、
よろしくお願いいたし
ます。

「星降るレストラン」×「闘牛 BAR」モニターを募集します！

　 徳 之 島 町 で は、 日 本 航 空 株 式 会 社 と 共 同 で 新 た

な観光コンテンツ開発に取り組んでいます。 今回は

「SHIROYAMA HOTEL kagoshima」 の総料理長が

監修した、 島の食材をふんだんに使ったフルコースを堪能

できる 「星降るレストラン」 と、 島の文化である闘牛と黒

糖焼酎を同時に楽しめる 「闘牛 BAR」 のモニターを募集

いたします。 徳之島の新たな魅力を体験してみませんか？

　地元食材を活用したメニューの提供・開発に取り組んでいただける

シェフ（※調理師免許をお持ちの方）を募集しています。「星降るレ

ストラン」の継続開催など、徳之島町を「食」で PR したい！という、

「食」に興味がある方の応募をお待ちしております。

シェフを募集中です！

☆星降るレストラン：令和 6年 2月 3日 ( 夜 )　☆闘牛 BAR：令和 6年 2月 4日 ( 夜 ) 開催

【お問い合わせ】

徳之島町 星降るレストラン事務局

tokunoshima_hoshifuru@jal.com

　　地域営業課

 ☎ 0997-83-4111

問
モニター申込 QR コード

【募集期間】2023 年 12 月 1 日（金）～ 12 月 15 日（金）

～徳之島の魅力を「食」を通じて発信してみませんか？～

久林 哲美
くばやし てつみ

水道課

（亀徳幼稚園） 東 莉乃
ひがし り の学校教育課

（尾母へき地保育所）武 愛梨
たけ あいり介護福祉課

（亀津幼稚園） 吉村 なのは
よしむら学校教育課
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無
料
口
腔
健
診
が
受
け
ら
れ
ま
す

鹿
児
島
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
で
は
、
今
年
度
に
76

歳
及
び
80
歳
の
誕
生
日
を
迎
え

ら
れ
る
後
期
高
齢
者
医
療
の
被

保
険
者
を
対
象
に
、
口
腔
健
診

（
お
口
元
気
歯
ッ
ピ
ー
健
診
）

を
実
施
し
ま
す
。
対
象
者
に
は

６
月
１
日
以
降
に
到
着
す
る
よ

う
に
受
診
券（
オ
レ
ン
ジ
封
筒
）

を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
あ
ら

か
じ
め
県
内
の
歯
科
医
療
機
関

へ
問
い
合
わ
せ
、
予
約
の
上
、

ご
受
診
く
だ
さ
い
。

●
検
診
期
間
＝
令
和
６
年
１
月

31
日
（
水
）
ま
で

●
対
象
者

・
今
年
度
76
歳
の
お
誕
生
日
を

迎
え
る
方
（
昭
和
22
年
４
月

１
日
～
昭
和
23
年
３
月
31
日

生
ま
れ
の
方
）

・
今
年
度
80
歳
の
お
誕
生
日
を

迎
え
る
方
（
昭
和
18
年
４
月

１
日
～
昭
和
19
年
３
月
31
日

生
ま
れ
の
方
）

◎
お
問
い
合
わ
せ
＝
鹿
児
島
県

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合 

業

務
課 

保
健
事
業
班　

☎
０
９
９
―
２
０
６
―
１
３
２
９

放
送
大
学
入
学
生
募
集

○
放
送
大
学
は
、
４
月
入
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

○
幅
広
い
世
代
の
約
８
万
５
千

人
以
上
の
学
生
が
、
大
学
を

卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し

み
た
い
な
ど
、
様
々
な
目
的

で
学
ん
で
い
ま
す
。

○
授
業
に
は
３
つ
の
ス
タ
イ
ル

が
あ
り
、
Ｂ
Ｓ
放
送
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
視
聴
す
る
、

ま
た
講
師
か
ら
直
接
受
け
る

授
業
が
あ
り
ま
す
。

○
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴

史
・
文
学
・
情
報
・
自
然
科

学
な
ど
、
４
０
０
以
上
の
幅

広
い
授
業
科
目
が
あ
り
、
１

科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。

○
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
放
送
大

学
鹿
児
島
学
習
セ
ン
タ
ー
ま

で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

○
出
願
期
間
は
、
第
１
回
が
２

月
29
日
ま
で
、
第
２
回
が
３

月
12
日
ま
で
で
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
＝
放
送
大
学

鹿
児
島
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
―
２
３
９
―
３
８
１
１

「
名な
せ
し
ん
さ
じ
む
し
つ
か
い
ち
ょ
う
よ
て
い
び

瀬
審
査
事
務
室
開
庁
予
定
日
（
令れ
い
わ和

６
年ね
ん

・
２
０
２
４
年ね
ん

）」
の
ご
案あ
ん
な
い内

○
日に
ほ
ん本

に
お
住す

ま
い
の
外が
い
こ
く
じ
ん

国
人
の
方か
た

の
在ざ
い
り
ゅ
う
て
つ
づ

留
手
続
き
な
ど
の
た
め
、
左
ひ
だ
り

の
表
ひ
ょ
う

の
日ひ

に

名な
せ
し
ん
さ
し
つ

瀬
審
査
室
を
開ひ
ら

き
ま
す
。

○
台た
い
ふ
う
と
う

風
等
の
天て
ん
こ
う候

の
影え
い
き
ょ
う響

な
ど
で
、
開ひ
ら

く
日ひ

や
時じ
か
ん間

が
急
き
ゅ
う

に
変か

わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
福
ふ
く
お
か
し
ゅ
つ
に
ゅ
う
こ
く
か
ん
り
き
ょ
く
か
ご
し
ま
し
ゅ
っ
ち
ょ
う
じ
ょ

岡
出
入
国
管
理
局
鹿
児
島
出
張
所
へ
電で
ん
わ話
で
確か
く
に
ん認
し
て
く
だ
さ
い
。
い
ろ
い
ろ
な

申し
ん
せ
い
て
つ
づ

請
手
続
き
や
、
必ひ
つ
よ
う要
な
資し
り
ょ
う料
な
ど
の
相そ
う
だ
ん談
も
受う

け
付
け
て
い
ま
す
。

【連
れんらくさき

絡先】
福
ふくおかしゅつにゅうこくかんりきょくかごしましゅっちょうじょ

岡 出 入 国 管 理 局 鹿 児 島 出 張 所
☎０９９－２２２－５６５８

【電
で ん わ う け つ け じ か ん

話受付時間】
８：30 ～ 17：15（土・日・祝

しゅくじつ

日を除
のぞ

く）
※窓

まどぐちうけつけ

口受付は 16：00 までです。
※名

な せ し ん さ じ む し つ

瀬審査事務室の電
で ん わ

話はありません。

開
かいせつ

設
時
じ か ん

間

【１日
に ち め

目】
14：00 ～

17：30

【２日
に ち め

目】
９：00 ～

12：00

１月 ９日（火） 10 日（水）

２月 13 日（火） 14 日（水）

３月 11 日（月） 12 日（火）

４月 ８日（月） ９日（火）

５月 13 日（月） 14 日（火）

６月 10 日（月） 11 日（火）

７月 ８日（月） ９日（火）

８月 19 日（月） 20 日（火）

９月 17 日（火） 18 日（水）

10 月 15 日（火） 16 日（水）

11 月 11 日（月） 12 日（火）

12 月 ９日（月） 10 日（火）

名
な せ し ん さ じ む し つ か い ち ょ う よ て い び

瀬審査事務室開庁予定日※福
ふくおかにゅうこくかんりきょくかごしましゅっちょうじょなせしんさ

岡入国管理局鹿児島出張所名瀬審査
事
じ む し つ

務室は、令
れ い わ

和３年
ねん

４月
がつ

12 日
にち

から場
ば

所
しょ

が変
か

わっています。下
した

の案
あ ん な い ず

内図の、
名
な せ ち ほ う ご う ど う ち ょ う し ゃ

瀬地方合同庁舎（奄
あ ま み し な せ な が は ま ち ょ う

美市名瀬長浜町
１- １）の４F までお越

こ

しください。

【案
あ ん な い ず

内図】
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徳之島町中学校 弁論・ショートスピーチ大会
令和５年 11 月７日（火）、「第 40 回徳之島町中学校 弁論・ショート

スピーチ大会」を町生涯学習センターで開催しました。町内５つの中
学校から、「弁論の部」に 7 人、英語での「ショートスピーチの部」に７人の計 14 人が参加。緊
張感のある会場の雰囲気の中、生徒それぞれが練習の成果を発揮しようと懸命に取り組みました。
大会の成績は次のとおりです。

 教育委員会
だより

ショートスピーチの部

優
良
賞

優
秀
賞

最
優
秀
賞

白
浜 

凛
音

上
田 

愛
海

徳
田 

志
音

木
下 

こ
こ
ろ

松
村 

尚
太
朗

重
久 

歩
由

米
山 

く
る
み

東
天
城
中
３
年

井
之
川
中
２
年

尾
母
中
３
年

亀
津
中
２
年

山
中
３
年

井
之
川
中
３
年

亀
津
中
３
年

弁論の部

優
良
賞

優
秀
賞

最
優
秀
賞

竹
原 

星
良

前
田 

心
愛

吉
冨 
秀
音

徳
田 

陽
奏

首
藤 

一
護

福
永 

一
華

作
城 

那
奈
子

東
天
城
中
３
年

東
天
城
中
３
年

山
中
１
年

尾
母
中
１
年

井
之
川
中
３
年

亀
津
中
２
年

亀
津
中
３
年

学校教育課 ☎ 0997-82-1308問 社会教育課 ☎ 0997-82-2904

堂々と発表した参加生徒の皆さん

花徳小学校が「へき地・小規模校優秀校表彰」受賞
へき地や小規模校である良さを生かし、優

れた特色ある教育を実践している県内の学校
として、花徳小が「令和５年度へき地・小規
模校優秀校表彰」を受賞しました。同校では
本町５校（尾母・母間・山・手々・花徳）の
共同研究による、複式双方向型遠隔授業「徳
之島型モデル」やプログラミング教育を推進。
取り組みが評価され、県内受賞 5 校のうちの
1 校となりました。同賞は平成 26 年に母間小
学校も受賞しています。

賞状を手にする花徳小学校の佐々木恵美校長

「燃ゆる感動かごしま国体・かごしま大会」開会式参加・大会視察
「燃ゆる感動かごしま国体・かごしま大会」が

10 月 7 日から 17 日にかけて各地で開催され、
７日の総合開会式に、本町から町長、体育協会
長、町議会議長、教育長・社会教育課長・社会
体育担当者が出席しました。また、翌８日から
開始された競技の中で、薩摩川内市での空手道
競技と、鹿児島市でのバレーボール競技（少年
女子）を視察しました。総合開会式が行われた白波スタジアム
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２
０
２
２
年
12
月
号
の
本
コ
ー
ナ
ー

に
お
い
て
、
本
町
亀
津
出
身
の
爲
山
道

則
氏
ら
宮
崎
県
奄
美
大
島
青
年
団
が
、

全
国
の
奄
美
会
に
「
青
年
よ
、
立
ち
上

が
れ
」
と
呼
び
か
け
た
檄
文
が
復
帰
運

動
の
「
点
火
剤
」
と
な
っ
た
、
と
紹
介

さ
れ
て
い
ま
す
。
奄
美
群
島
日
本
復
帰

70
周
年
を
迎
え
る
今
月
号
で
は
、
さ
ら

に
宮
崎
で
の
復
帰
運
動
の
ひ
と
こ
ま
を

ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

檄
文
が
発
せ
ら
れ
た
５
日
後
の
昭

和
25
年
（
１
９
５
０
）
２
月
22
日
、

３
２
０
０
名
の
署
名
を
添
え
、
宮
崎
県

奄
美
大
島
青
年
団
が
盛
福
俊
氏
（
徳
之

島
町
出
身
、
写
真
①
）
を
陳
情
者
代
表

と
し
て
、宮
崎
県
議
会
議
長
宛
て
に「
奄

美
大
島
の
日
本
復
帰
陳
情
」（
＊
こ
こ

で
の
奄
美
大
島
は
奄
美
群
島
全
体
を
指

す
）
を
提
出
し
て
い
ま
す
。
こ
の
陳
情

書
は
同
年
２
月
県
議
会
で
取
り
上
げ
ら

れ
、
３
月
19
日
に
満
場
一
致
で
決
議
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
鹿
児
島
県
議
会

の
決
議
（
３
月
28
日
）
に
先
駆
け
て
い

ま
す
。
な
お
、
盛
福
俊
氏
も
爲
山
氏
と

同
じ
く
、
宮
崎
県
庁
に
勤
務
し
、
県
立

農
業
大
学
校
校
長
も
歴
任
し
た
と
い
い

ま
す
。

写
真
②
は
、
奄
美
群
島
の
日
本
返
還

の
方
針
が
示
さ
れ
た
昭
和
28
年
８
月
の

ダ
レ
ス
声
明
を
受
け
、
宮
崎
県
庁
ま
で

南
日
本
新
聞
社
の
車
を
先
導
に
行
わ
れ

た
徳
之
島
町
出
身
者
ら
に
よ
る
デ
モ
行

進
を
写
し
た
も
の
で
す
。
バ
ス
停
標
識

に
「
東
大
島

町
」
と
見

え
ま
す
。
ま

た
、
当
時
の

宮
崎
県
知

事
が
一
行

を
出
迎
え

て
い
る
姿

も
確
認
で

き
ま
す
（
写

真
③
）。

こ
れ
ま
で

紹
介
し
た

☎
０
９
９
７
―
８
２ 

―
２
９
０
８

問

郷
土
資
料
館

島
の
む
ん
が
た
り

町
誌
編
さ
ん
室
の

続
・
復
帰
運
動
の
狼
煙

事
実
や
写
真

提
供
は
、
沖

永
良
部
島
和

泊
町
在
住
の

平
幸
弘
氏
か

ら
い
た
だ
い

た
も
の
で

す
。
平
氏
は

平
成
15
年
以

来
、「
宮
崎

に
お
け
る
復

帰
運
動
」
を
調
査
さ
れ
て
い
ま
す
。
平

氏
に
よ
れ
ば
、
写
真
②
・
③
は
徳
之
島

町
出
身
の
秋
月
輝
雄
氏
の
長
女
栄
子
氏

か
ら
提
供
さ
れ
た
も
の
と
の
こ
と
で

す
。あ

れ
か
ら
70
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
戦
争
と
同
様
、
復
帰
運
動
も

非
体
験
者
が
そ
の
記
憶
を
ど
う
引
き
継

い
で
い
く
か
と
い
う
課
題
に
直
面
し
て

い
ま
す
。
そ
の
と
き
、
国
際
関
係
史
や

復
帰
協
議
会
史
だ
け
で
は
な
く
、
宮
崎

で
活
動
し
た
本
町
出
身
者
や
本
町
の
復

帰
記
念
式
典（
11
月
５
日
開
催
）の
テ
ー

マ
で
あ
っ
た
「
第
46
代
横
綱
朝
潮
太
郎

と
復
帰
史
」
な
ど
も
大
切
な
観
点
と
な

る
と
思
わ
れ
ま
す
。

【
町
誌
編
さ
ん
室　

竹
原
祐
樹
】

　この度、徳之島ライオンズクラ

ブ様より計 10 個の「チユウキン

レン（地湧金蓮）」を寄贈頂きま

した。庁舎正面入り口など、役場

敷地内へ飾っております。本町へ

の温かいご支援、誠にありがとう

ございます。

徳之島ライオンズクラブ様より花を寄贈頂きました

①盛 福俊 氏

②宮崎での徳之島町出身者らのデモ行進

③宮崎県知事による出迎え
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『命のミネラル』

宇多川 久美子 / 著〔一般書〕

薬を出しても患者さんの病気は良く
ならないことに疑問を持ち、「薬を
使わない薬剤師」になった著者 宇
多川久美子氏。命をつなぐ “ 植物系
ミネラル ” とは何か、その素晴らし
さや活用術、体験談が書かれた本。

自分の健康に向き合い、心も身体も元気でいたいという
全ての方にお薦めです。

図書館かち
行かでー！

～Let's go to the library! ～ 

『禍』

小田 雅久仁 / 著〔小説〕

壊れかけた人生を生きてきた女は、
報酬金に目が眩み、とある宗教団
体が執り行う < 髪譲りの儀 > にサ
クラとして参加するが…。「髪禍」
など、恍惚の淵に待ち受ける破局
と創生を描く全 7 編を収録。

徳之島町立図書館から、
新着本やイベントなどのお知らせ。

本
を
読
ん
で
、

人
生
を
豊
か
に
。

『おかえり、めだか荘』

北原 里英 / 著〔小説〕

「めだか荘」でルームシェアをする
アラサー女性 4 人。性格や職業が
バラバラな 4 人でも楽しく過ごし
ていたが、リニア開通に伴う都市
再開発のため、8 ケ月後に退去する
よう連絡が来て…。夢や友情にも
がくルームシェア小説。

の図書館展示

・ クリスマス　 ・ 年末年始

徳之島町立図書館　☎ 0997-82-1239

《図書館開館時間》火～金曜日：午前 10 時～午後７時
　　　 土・日・祝日：午前９時 30 分～午後５時

12 月

《12月の返却ポスト回収予定日》

　【阿田野平住宅】 ２日（土）　、 19日（火）
　【花徳支所】 １日（金）、23日（土）

☆職員おすすめ本☆　    

『楠木正成 河内熱風録 』

増田 晶文 / 著〔小説〕

いうとくけど、わしは損得で動か
んのじゃ ! 河内の民と楠木一党の土
ン侍たち、そして家族をこよなく
愛した楠木正成。雌伏、蜂起、合戦、
討幕…。新しい時代を求め、熱風
のごとく駆け抜けた激動の 5 年間
を描く。

お知らせ

○おはなしの時間

　0歳～　　12/3　（日）午後 2時 30分～

　3歳～　　12/9、12/23（土）午後 2時 30分～

○イベント 「クリスマスフェスタ」

　　日時：12/17（日）午前 10時～

　　場所 ： 生涯学習センター 2階　ホール

【年末年始休館のおしらせ】　

12月 28日（木）～ 1月 4日（木）の期間休館します。

2024年は 1月 5日（金）より通常通り開館いたします。

『ベニーのみずたまぼうし』

しおみつ さちか／著〔絵本〕

きのこの帽子祭りの日、いろんな帽
子が次々に披露されますが、ベニー
はいつもの水玉帽子を脱ごうとしま
せん。でもひょんなことから、ベニー
の帽子が飛んで行ってしまい…。

『ちょっと不運なほうが生活は楽
しい』

田中 卓志 / 著〔エッセイ〕

どこかの優しい誰かが読んでくれ
たら…。人気芸人「アンガールズ」
田中卓志が、クスリと笑えて妙に
共感できる悲喜こもごもの日常を
綴った初エッセイ集。
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徳之島町保健センター　☎ 0997-83-3121

・
マ
マ
と
パ
パ
で
考
え
る
赤
ち
ゃ
ん
の
暮
ら
し

　

（
マ
マ
だ
け
の
参
加
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
！
）

・
沐
浴
体
験

・
育
児
中
マ
マ
と
の
交
流
会

※
希
望
に
応
じ
て
、
パ
パ
の
妊
婦
体
験
も
で
き
ま
す
！

マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ス
の
ご
案
内

母
子
手
帳
交
付
・
歯
科
相
談

【
日
に
ち
】
12
月
11
日
（
月
）

【
時　

間
】
10
時
～
12
時

【
場　

所
】
町
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
前
の
週
の
金
曜
日
ま
で
に
電
話

　

で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

＊
母
子
健
康
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
受
付
時
間
】
14
時
～
14
時
30
分

【
対
象
者
】

妊
婦
さ
ん
、
幼
児
、
一
般
の
方
、

３
ヶ
月
以
上
歯
科
健
診
・
フ
ッ
化
物

塗
布
を
受
け
て
い
な
い
お
子
さ
ん

【
受
付
時
間
】
13
時
30
分
～

【
日
に
ち
】
12
月
21
日
（
木
）

【
場　

所
】
町
保
健
セ
ン
タ
ー

○
歯
科
相
談

○
母
子
手
帳
交
付

※
37
・
５
度
以
上
の
発
熱
、
風
邪
症
状
の
あ

る
な
ど
体
調
が
す
く
れ
な
い
方
は
来
所
を

お
控
え
く
だ
さ
い
。

自分も相手も大切にするためにこころの健康

づくり講演会 ～折れる心の守り方～

○中央大学人文科学研究所 客員研究員
○元防衛医科大学校精神看護学 教授
○自殺予防教育・SOS の受け止め方研修・グリーフサポート・
　事故 / 災害メンタルヘルスなどに関する講演・執筆等で活動
著書：「教師にできる自殺予防」「あいまいな喪失」等
TV 出演：「クローズアップ現代」「世界仰天ニュース」など多数。

～プロフィール～
（一社）高橋聡美研究室代表理事  高橋聡美 氏

【日にち】令和５年 12 月６日（水）

【場所】徳之島町生涯学習センター２Ｆホール
【時間】18：30 ～ 20：00（開場 18：00）

入場入場

無料無料

～乳がん検診のお知らせ～～乳がん検診のお知らせ～

相良病院の検診車が

保健センターに来ます♪
徳之島町　乳がん検診

【Web 予約受付期間】
12 月 11 日～ 1 月９日

社会医療法人博愛会 相良病院
健診事業部  ☎ 099-224-1821
※ 12/26 ～ 1/3 の電話受付は

お休みします。

【実施日】令和 6 年 2 月 6 日（火）～ 8 日（木）　【場所】保健センター
【対象者】徳之島町の 30 歳～ 59 歳の女性（７月の検診を受けていない方）

※完全予約制　※徳之島町保健センターでは予約受付できません。

「こころの健康相談会」「こころの健康相談会」
2023年12月16日（土）、17日（日）

　臨床心理士による相談会を実施します。小さな事でも
一人で抱え込まず、誰かに話してみませんか？個人の秘
密は固く守られます。町保健センターへご予約ください。

・仕事上、生活上での悩み
・職場や家庭での人間関係
・身近な人の死で辛い思いをしている
・自分や家族の病気や介護、育児が大変
・自分や家族が引きこもり傾向　など

【対象】徳之島町在住の 40 歳未満の方とご家族　【相談費用】無料（要予約）　【会場】町保健センター

こんな悩み、 抱えていませんか？
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徳之島町の現勢

面積 104.92 ㎞2

人口 　9,663 人

 男 4,783 人

 女 4,880 人

世帯数 4,606 戸

（括弧内は先月との比較）

令和５年 11月１日現在

※令和 2年国勢調査に基づく

　推計人口です。
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※大正 12 年 4 月 1 日から大正 13 年 3 月 31 日までに出生された方々です。

百歳到達「長寿栄誉賞」おめでとうございます

平均年齢 90 歳の、轟木の元気な４姉
妹。健康の秘訣は、毎朝のウォーキン
グ、自宅での体操、お口の体操、毎日
自炊して３食何でもおいしく食べるこ
と。地域行事にも楽しんで参加してい
ます。吉山商店で店番をしているタツ
子さん、お店の陳列や掃除を手伝うウ
メさん、電動カートでお店に通うリエ
さん、畑仕事の後に買い物に来るタケ
ミさん。毎日のようにお店で顔を合わ
せお話を楽しんでいます。素敵な笑顔
の４姉妹に会いたいときは、轟木の地
域サロンや吉山商店へお越し下さい！

わっきゃまちのわっきゃまちの

轟木集落の
四姉妹

きまいたりっちゅ !
きまいたりっちゅ !

吉山タツ子 吉山タツ子 さんさん

（95 歳）（95 歳）
梅澤ウメ 梅澤ウメ さんさん

（92 歳）（92 歳）

吉岡リエ 吉岡リエ さんさん

（90 歳）（90 歳）

登山タケミ登山タケミさんさん

（85 歳）（85 歳）


